
礫川小学校避難所運営訓練実施報告 

 

日 時 平成３０年１０月２１日（日）午後２時から午後４時まで 

場 所 区立礫川小学校 校舎 

礫 川 小 学 校 

避 難 所 

対 象 町 会 

① 表町町会 

② 富坂一丁目町会 

③ 富坂二丁目町会 

④ 春日三丁目町会 

参 加 者 ① 避難所運営協議会 

② 一般参加者 

③ 礫川小学校教職員 

④ 礫川小学校 PTA 

⑤ 礫川おやじの会 

⑥ 富坂地区民生・児童委員 

⑦ 小石川消防署・消防団 

⑧ 文京区社会福祉協議会 

⑨ 文京区介護予防拠点いきいき礫川 

⑩ 中央大学ボランティア（りこボラ！） 

⑪ 礫川小学校避難所開設班職員（文京区職員） 

⑫ 文京区防災課 

合計 ２３４名 

訓練までの経過 ① １０月５日 第１回避難所運営協議会 

・協議会による訓練案の提示・検討 

② １０月１７日 第２回避難所運営協議会 

 ・協議会による訓練案の提示・検討 

③ １０月３１日 第３回避難所運営協議会 

 ・訓練の反省 

内 容  礫川小学校において快適化工事が行われていたため、傳通院隣の広場にて訓練を

実施した。避難者受付、東京防災掲載の簡易ランタンの作成、消防団による初期消

火訓練のほか、今回の訓練は子どもを中心とした内容を取り入れ、親子づれの参加

が多く見られた。 

〈訓練内容〉 

①受付 

②大声コンテスト 

③ゾンビ鬼ごっこ 

→（方法）広場内のスペースにおいて追いかけてくるゾンビから逃げる。スペース

内の毛布やダンボールは隠れるために使ってもよい。 

→（目的）①走って逃げることで身を守ることを体感する②どうしたら無事逃にげ

切れるかを考える③自分の周りに逃げられず困っている人がいないか他人を気遣

う心を育てる 



④防災クイズ 

⑤簡易ランタン作成（東京防災より） 

⑥応急手当コーナー（消防団） 

⑦初期消火訓練（消防団） 

⑧避難所開設キット展示 

実 施 写 真  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

受付 大声コンテスト 

ゾンビ鬼ごっこ 

防災クイズ 

初期消火訓練 

簡易ランタン作成 

避難所開設キット展示 



参加者の声 ・受付に大勢の人数が集まってしまったため、今後工夫が必要だと思った。 

・受付は参加者を把握するために必要なツールであるが、内容の書き忘れも多かっ 

ため、分かりやすく書ける様式が必要かもしれない。 

・ゾンビ鬼ごっこは遊びの要素を含んだ訓練であったため、防災意識を高めるのに 

効果的であったと思う。 

・防災クイズは正解がない問題であったため、議論をしながら行えたのがよかった。 

・ランタンのように東京防災に掲載されているものを今後も行っていきたい。 

・消火器体験は何度やっても忘れてしまうので、このような体験の機会が定期的に 

あると嬉しい。 

・今回の訓練は子どもを対象にした訓練だったため、子どもが大人を巻き込んで 

多くの参加者が集まった。 

・高齢者の方にも参加してもらえるような仕組みを考えたい。 

防災課担当者より 今回の訓練は小学校の快適化工事に伴い、傳通院隣の広場にて訓練を実施した。

訓練内容として受付、消防団による初期消火訓練ほか、主に子どもを対象とした訓

練（ゾンビ鬼ごっこ、防災クイズ）を取り入れた。参加者の声にもあったように子

どもにとっては遊びの要素があった方が親しみやすく防災に触れることができる。

当日は協議会の方の事前周知の効果もあり、子どもが大人を巻き込み、多くの親子

連れの参加が見られた。全体の参加人数も６月３日実施の訓練をよりも増加したた

め、より多くの人の防災意識を高まりにつながった。礫川小学校避難所運営協議会

は年２回訓練を実施し、企画についても常に向上を目指し取り組んでいる。今後も

地域防災力の向上及び避難所運営協議会の活動促進が益々期待される。 

 


